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授 業 記 録 

 

「つくる」と向き合う 

 

荒井 英治郎（信州大学学術研究院総合人間科学系） 

 

 

１．はじめに 

 

 本稿は、2021 年度に開講した教職科目（選択）「現代社会と教育問題」（2021 年 11月 30

日）の授業にオンラインゲストとしてご参加いただいたゲストティーチャー（岩瀬直樹氏：

軽井沢風越学園校長・園長）の講演内容を再構成したものである。記録作成に当たっては、

本学の学生である小田悠太さんに尽力いただいた。記して感謝を申し上げたい。 

 

２．ゲストティーチャーの話 

 

（１）自己紹介 

 

【ゲスト】皆さんこんにちは。軽井沢風越

学園の岩瀬と申します。私は埼玉県で小学

校の教員を 22年やってきました。その後

東京学芸大学教職大学院の教員養成課程

で 3年間教師教育に関わってきました。 

「向き合う」というテーマは自分に親和性

のあるテーマだと思っていて、公立の務め

が長かったのですけど、公教育の中で学校

が変わるとはどういうことだろうとか、幸

せな子ども時代とはどういうことだろう

とか、生徒と向き合いながら試行錯誤して

きました。 

 

（２）向き合う 

 

【ゲスト】私自身が学校教育とどのように 

 

向き合ってきたのか、そして、今どのよう

に向き合っているのか、それからどう向き

合っていきたいと思っているのかを話題

提供できたらと思っています。皆さんは子

ども時代はどんな子どもでしたか。学校と

か保育園、幼稚園は好きでしたか。学校の

先生や先生を志す人はやはり学校好きだ

った人が結構多いかもしれません。私の子

ども時代は、北海道札幌市で生まれて、札

幌で過ごしました。私自身は何も困ってい

なかったのですが、母親はすごい私の子育

てに悩んだようで、よく泣きながらおばあ

ちゃんに電話をして「もう直樹を育てるの

は無理かもしれない」というくらい動き回

る子だったみたいです。当時の通知表には、

「直樹君は 元気があって勉強もよくわ

かるし、とてもいい子だと思っています。

でも少し自分勝手、わがままなところがな
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いかなあ。反省してみてね。友達は誰にで

も親切に、言いたいこと、したいことあっ

ても時には我慢して譲ってあげること。二

学期も頑張ろうね。」と書かれています。

なかなか激しい所見ですよね。こんなまっ

すぐな所見は今ではなかなか書かないで

すよね。それぐらい動き回る子どもでした。

でも私の多動傾向なところは必ずしも「弱

み」にはなっていないと思っていて、むし

ろ大人になってからは「強み」になってい

るなと思うこともあります。例えば、思っ

たらぐっとやってみること、やってみてか

ら考えることなどは明らかに強みになっ

ていて、子ども時代に気になっていること

は必ずしも短所とはいえないなと思った

りもします。 

私が教員をやりながら持ち続けている

問いは「学校って何のためにあるんだろ

う」、「そもそも教育って何なんだろう」と

いうことがあります。30 年近く考え続け

ています。風越学園をつくろうと思ったき

っかけの一つは公教育が変わっていく触

媒になりたいと思ったのです。自分の学級

単位、あるいは学年単位で何かチャレンジ

するのは 22年やってきて、その可能性は

実感していました。その手応えを足がかり

にもっと学校教育や学校は変わる可能性

がたくさんあると思っています。そんなこ

とを考えるきっかけになる場をつくりた

いと思ったのが大きい要因です。私自身公

教育が変化していくことにずっと向き合

ってきましたし、今もまだ向き合い続けて

いる最中です。 

風越学園でチャレンジしていることは

たくさんありますが、うまくいっているこ

とが 1あったら、うまくいってないことが

10 あるような日々です。でもその中で学

校はどうあればいいのか、教育はどうあれ

ばいいのかを一緒に考えている日々です。 

 

（３）軽井沢風越学園の特徴 

 

【ゲスト】軽井沢風越学園は、日本で唯一

の私立義務教育学校です。私たちは「幼小

中混在」という言い方をしていますが、幼

稚園児から 8 年生までが混ざり合いなが

ら学んだり暮らしたりしています。今はま

だ 9年生はいません。 

環境の特徴としては、オープンな空間で

す。どこにいてもあちこちの学びがよく見

えるのでお互いの授業に刺激を受けたり、

気になるなと思ったら見に行ったり自由

にできます。また、ライブラリーが真ん中

にあることが特徴です。学校の「心臓」と

言っていますが、今 3 万冊の蔵書があっ

て、子どもがこんなことを調べてみたい、

探究したいと思うと、すぐ手を伸ばせると

ころに本物があるということを大事にし

ています。もう一つは、「ラボ」コーナー

があって、何か作ってみたい、試してみた

いときにはすぐに手を伸ばして作れる環

境を大切にしています。この他、大きな森

があって、そこで遊んだり、暮らしたりで

きるようになっています。3年生以上は今

Chromebook を持っていて、文房具のよう

に持ち歩いて使っています。 

子どもは必要に応じて動いていくので

常に流動している感じ、空間で子どもの動

きを制御するよりも、その空間を子どもた

ちが自分で選び、使っていくような校舎で

す。 

教室の中では異年齢が教えあったり学
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びあったりしながら自分のペースで学び

をしています。個々の教室から出てはいけ

ないという学びではなく、学びに応じて子

どもが場所を選んでいくのです。 

カリキュラムの特徴として風越が一番

大事にしていることは、「つくる」という

ことです。軽井沢風越学園は、子どもも大

人も「つくる」経験を、じっくり、ゆった

り、たっぷり、まざって積み重ねていきま

す。本気で手間をかけて「つくる」ことに

没頭し、ときには不安や不安定さを味わい

ながら「つくる」ことに挑戦していきます。

私たちは子どもこそがつくり手であるこ

とを信じています。ここでいう「つくる」

は、物理的なものや学習の成果物だけにと

どまりません。安全・安心な場を自分たち

でつくる、学びをつくる、自分たちの学校

をつくる、コミュニティをつくる、仕組み

をつくる、ルールをつくる、自分をつくる。

つまり、「わたし（たち）の未来をわたし

（たち）でつくる」冒険をするのです。子

どもたち、スタッフ、保護者、地域の方々

など、軽井沢風越学園ではだれもがつくり

手です。「つくる」ことを通じて、「自由に

生きる」ということと「自由を相互に承認

する」ということを繰り返し試していきま

す。そうすることで、一人ひとりが幸せに

なり、幸せな社会をつくっていくのです。 

何か実践するとき、迷ったときは常にこ

こに戻るようにしています。本当に子ども

が作り手になっているだろうか、子どもこ

そが学びのコントローラーを持っている

だろうか、学校教育で大事にすることはこ

れに尽きるのではないかと思っています。

たっぷり「つくる」経験した人は大人にな

っても社会のつくり手になりたいと実感

を伴って思えるのではないかと思うので、

この「つくる」ということは色々な人と共

有したい考えだと思っています。 

より具体的なカリキュラムの特徴を説

明します。1 つ目は、異年齢であること、

3 歳から 15 歳が混ざっている環境である

こと、です。例えば、算数だったら 3年生

から 8年生がいる、自由進度で混ざって学

んだりしています。そんな風に異年齢であ

ることの価値を探究していることがカリ

キュラムの大きい柱です。 

2つ目は「セルフビルド」といって、自

分がこれを学んでみたい、探究してみたい

ことを自分でやってみることができるこ

とと、遊びと学びのコントローラーを自分

で持つということが大きい特徴です。 

3つ目は、幼小の連続性です。幼稚園か

ら小学校に入り急に環境が変わるではな

く、幼小がスムーズにつながっているカリ

キュラムを構想しています。1、2 年生は

午前中はたっぷり外で遊んだり、プロジェ

クトをやったりしています。 

4 つ目は、探究の支えになるような国

語・算数・理科・社会等、探究の支えにな

るようじっくり学んでいこうとして土台

の学びとして置いています。 

5つ目は一番大きい特徴ですが、探究の

学びです。教科融合のプロジェクトをカリ

キュラムの真ん中に置いています。理想的

には総時間数の半分くらいはプロジェク

トにしたいと考えてカリキュラムを作っ

ています。 

異年齢に関しては、「ホーム」と呼ばれ

ている生活の単位があって、後期では 3年

生から 8 年生が混ざった異年齢集団で朝

と帰りにミーティングをしています。異年
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齢は本当におもしろくて、さっきも算数の

様子を見ていましたが、中 2の子がわから

ないところを中 1 の子に質問してといっ

たように、年齢とかを全然関係なく子ども

たちが学び合うことが起きてきています。

そう思うと、これまで年齢で分けてきたこ

とはいったい何だったのだろうと、子ども

の様子から考えさせられます。中 2の子が

素直に中 1 の子に聞きに行けることは素

敵なことだと思っています。わからないこ

とだから聞けばいい、年上だからわかって

いなくてはならないという、比較から自由

になっているということです。あと、幼小

の段差はよく問題になりますが、これも大

人側の制度の問題だと思います。幼小が一

緒になると何が起きるのか、今まさに試行

錯誤しています。一緒に暮らしたり学んだ

りすることの中から何かこれからの教育

を考える新しいヒントがあるのではない

かと思っています。ただ、思い描いている

ことがすぐうまくいくかは別であって、ス

タッフも学びが充実するにはどうしたら

いいか、日々向き合いながら悩んでいると

いう感じです。 

幼小中混ざっていると面白いと思うの

は「アウトプットデー」というプロジェク

トの発表の日でのエピソードです。ある男

の子が毎回大道芸を発表します。それを幼

児が見に来て上級生が抱っこしている。こ

れが日常です。抱っこしている一人は 8年

生の子で、保育や福祉に関心があるので将

来そういう方向に進みたいと言っている

のですが、こういうことを日常的に感じら

れることは大きいなと思っています。 

また、7、8年生が「生命」というテーマ

でプロジェクトをやりました。ある 8年生

の子が「生命と心理学」というテーマ設定

をして、どうして人は恋愛の感情が生まれ

るのか、生命といえば恋愛でしょうという

ことで心理学を学びました。ただ、発表を

見に来たのが幼児だったので、なんとか伝

えようと一生懸命「人を好きになったこと

あるでしょ？」と丁寧に関わっていました。

また、ある子は、生命といえば水だから、

井戸を掘ろうということになり、井戸を掘

ったら焦げた木が出てきて、いったいこの

焦げた木はなんだと調べたらどうやら江

戸時代に浅間山が噴火したときのものだ

ということがわかったり。他には、「生命

と時間」というテーマで、8年生がハイデ

ガーを読んで、人は時間をどのように経験

しているのかについて発表しました。自分

が気になること、いてもたってもいられな

いってことをやってみることもプロジェ

クトだなと思っています。このように、一

人一人が自分の探究したいことをずっと

調べて探究していくことをカリキュラム

の真ん中に置いています。自分が探究した

いと思うこと、関心があることをとことん

やってみるという経験が学校教育ではす

ごく大事になってくるのではないかと思

っていますが、探究できる子もいればなか

なか自分の探究テーマが見つからずに苦

しんでいる子もいて、思い描いていること

を実践することは本当に簡単ではないな

と日々感じています。 

このように日々試行錯誤していること

を紹介すると、「これって風越だからでき

るんですよね」とか「その環境だからでき

るんですよね」といったようにどこか遠く

のことのように言われることが多いです。

私としてはそう考えていないのですが、ど
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うしてそういう距離感ができちゃうのか

を考えたりもします。 

今までの話をお聞きになって、どのよう

なことを考えたかを聞かせていただける

と嬉しいです。 

 

【参加者】事前資料や動画を見て、私の最

初のイメージよりもテキストを開いて勉

強している生徒さんがたくさん見られま

した。こんなに自由な学校に自分が通った

ら絶対勉強とかしないで遊んでいると思

います。なぜ主体的に勉強しようと思える

のか、スタッフが意識していることがつな

がっているのか、すごく不思議に思いまし

た。 

 

【参加者】私も同じように思いました。自

由すぎるとある程度の強制がないと子ど

もはやり始めないというか、学びの楽しさ

はやっていく中で気づくことも多いと思

うので、だらけちゃうのではないかと思い

ました。 

 

【参加者】私は強制されることが嫌で反発

していましたので、こういう自由な広場の

方が自分から学ぼうとする意識が勝手に

芽生えてきそうな気がしました。 

 

【ゲスト】答えは持っていませんが、でも

基本的に学ぶということは強制から生ま

れるのだろうかということは考えたいで

すね。今、風越で一番面白い現象が 3年生

以上の子です。彼らは公立の学校を 1年は

経験しているのです。その中には学びから

逃走していく子が一定数います。1、2 年

生は「風越ネイティブ」な子たちです。風

越しか知らない子は、午前中外でたっぷり

遊んだり、外でプロジェクトをやったりし

ますが、午後になると、校舎に入ってきて

国語や算数に取り組むのですが、没頭して

学ぶのです。「作家の時間」という自分の

書きたいことを書く作文の時間では、45

分とか 90分全く集中が切れないのです。 

私たちは、1年生や 2年生はちゃんと授

業規律をし、教えないと子どもは学ばない

と思いがちですが、そんなことをしなくて

も、とても楽しそうに学んでいるのです。

本を読めるようになるのも嬉しいし、書き

たいことを書けるのも嬉しいし、算数をや

っていくと日々遊んでいることと算数が

「うわ、繋がった！」っていうのがすごく

嬉しかったりして、集中している感じとは

いったい何なのだろうと思いますね。私た

ちが強制してまんべんなく将来困らない

ようにやらなきゃいけないって思ってい

たことは何なのか、子どもの姿から考える

ことはたくさんあります。 

 

【参加者】小中のつながりに関して、幼稚

園の担当者と小学校の担当者が議論し合

える、目線を共有し合えることは素晴らし

いと思います。普通は小学校は小学校、中

学校は中学校という形で段差を作ってい

るのかなと思いましたが、いかがですか。 

 

【ゲスト】まさに段差をつくると思います。

中学校はこういうもの、小学校はこういう

もの、幼稚園・保育園はこういうものとい

うそれぞれの文化・価値観・信念がありま

す。それを問い直すのは難しいですよね。

なぜならその中では当たり前だからです。

でも幼小中混ざっていると、当たり前じゃ
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ない人が隣にいることになります。そんな

価値観からくるんだみたいなことは、日々

の中にあるので、今までの自分の当たり前

の中にいられなくなる。ほんとにこれって

正しかったのかと問い直されることが多

いです。自分の前提を問い直す経験がどれ

だけできるかが私たちが成長できるかど

うかを握る大きいカギだと思います。 

 

【参加者】子どもとスタッフの関係が互い

にいい影響を生み出しているのかなと感

じました。図工や工作の時に小さい子に

色々な道具を使わせたら怪我のリスクと

かを考えてしまいますが、いかがですか。 

 

【ゲスト】小さな怪我はいっぱいします。

外もそうだし中もそうだし。ただ大事だと

思っています。経験していくことで怪我の

リスクを減らす、危なさを知っていくとい

う経験です。「リスク」と「ハザード」は

違います。小さなリスクは子ども時代にた

くさん向き合った方がいいと思います。風

越では、危ない道具の利用に関しては、「匠」

制度」があって、「匠」の称号を得ないと

自由に使えないのです。そうでない道具は

どんどん使ってみる、トンカチ叩くくらい

は痛いぐらいで済む。小さい頃だとそんな

に力もないから。そういう経験はたくさん

した方がよいのです。大事にしていること

は、先にリスクを取ってしまわないことで

す。失敗できる経験をちゃんと保証するこ

とは幼児期でも小学校でもとても大切だ

と思っています。 

 

（４）これからの公教育 

 

【ゲスト】風越はどうしても特殊に見える

かもしれませんが、公教育の中でもできる

ことはまだたくさんあるのではないかと

思います。私自身は自分が公立で経験して

きたこと、実践してきたこと、今やってい

ることは地続きです。ここでやっているこ

とは公立でも実現可能だなと思っていま

す。 

私は公立の中で枠組みだったり、制度の

枠の端っこを突っつくことを楽しんで実

践してきました。「常識」に向き合えば、

学校はもっと面白くなると思ってやって

います。ポイントは 3つあります。1つは、

学習者を教室環境のオーナーにしていく

ということです。学ぶ環境は子どもと一緒

に作れるはずだと思います。私の仲の良い

友人はいわゆる教室の並びのことを「後頭

部凝視型環境」と呼んでいます。前の人の

後頭部を眺めながら勉強するというもの

です。ただこの環境は変えられるのではな

いかと思って、「教室リフォームプロジェ

クト」をやっていました。教室を自分たち

で生活しやすいようにリフォームしまし

ょうというプロジェクトです。自分たちが

動くことで環境は変わるという経験がで

きます。自分の手元から環境や学びが変え

られる、物理的に変わっていくという経験

はとても大きいと思っています。正解はな

くてどうやったら学びやすい、生活しやす

いかを考えて何回もリフォームすると、ど

んどん学びの環境が自分たちのものにな

っていきます。 

学びについても先ほど強制しないとで

きないのではないかという論点がありま

したが、私は公立で「自分で学習計画を立

てて、一人ひとりが違うことをやっている
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時間」を実践していました。学習者は強制

されないと学ばないのかということにつ

いてのチャレンジです。自分で学習計画を

立てて、自分で学んでみる。人は自分で自

己選択・自己決定したい欲求があると思っ

ていて、テストに関しても自分のタイミン

グで理解できたと思ったら受けてみる、受

けてみて理解できていたら次に進む、間違

っていたらまだ理解できてないのだなと

思って学び直す、ということを試していま

した。一斉に同じペースで進めなければ人

は学ばないということは私たちの思い込

みであって、そうではない学び方もたくさ

んあるのではないかと考えて実践してい

ます。 

また、やってみたい、実現したい、解決

したいということにチャレンジしてみた

ら本当に実現したという経験を子ども時

代にどれだけ積み重ねられるか、このこと

は公立私立関係なくたっぷりしてほしい

原体験だと思っています。そしてこういう

ことは実は環境に関わらず本当はどこで

もできることなのではないかなと思って

います。 

私はこれからの社会を創っていく子ど

もたちにとって、教室は「25年後の社会」

だなと思っています。学校や教室のありよ

うが 25年後こんな社会になったらいいな

というありようになっているかどうかで、

教室や学校を眺めてみたいと思っていま

す。今の教室や学校の様子が息苦しい残念

な様子だったら 25年後の社会もそうなっ

ているかもしれない、25 年後こうなって

いたら素敵だなということから逆算して、

教室や学校もそういう環境にしたいなと

いう観点から学校を構想したらどうだろ

うと考えるのですね。私はやっぱり社会の

つくり手がたくさんいる社会がいいなと

思っています。とすると、子ども時代にた

くさんつくる経験をしてほしいなと思い

ます。 

 

【参加者】公立学校の小学校段階ですら気

持ちや熱意を持てばそこまで到達できる

んだということを知りました。子どもたち

だけじゃ絶対できないという思い込みに

対して、大人たちが背中を押してあげるこ

とが必要ではないかと思いました。特に、

子どもたちが成功体験を積み重ねていく

ことで、笑顔や主体性があふれる 25年後

の社会をつくるというのは、共感しました。

自分が将来寄与できることがあれば子ど

もたちが自分たちから自分の思う世界や

社会を描くことを実現するための姿勢を

身に着けていってもらえたらと感じまし

た。 

 

【参加者】お互いの異なる価値観を異年齢

で学ぶのであって、自然と一緒に学ぶこと

によってお互いを認め合う雰囲気がある

ように感じました。いじめなどに関しては

異年齢の場合抑制されるものなのでしょ

うか。 

 

【ゲスト】コロナが 8月末からデルタ株が

広がって、風越では 8月後半から 10月中

旬まで学年ごとに分かれて生活する時間

が 1か月ぐらい続きました。普段混ざって

いる風越の子どもたちにとって異年齢で

混ざらずに近しい年齢だけで過ごす初め

ての経験でした。2か月過ごして私に見え

たことは、近しい年齢の方が揉めごとやい
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じめが起きやすい。なぜかというと、「比

較」が生じるのですね。遅い、早い、でき

る、できないみたいなことが。異年齢にな

ると「比較」から自由になるというのと、

年齢差がすごく離れてくるので嗜める人

が出てきます。もちろんこのことは学校が

持っている文化などにもよるかと思いま

すので、異年齢で混ぜればそうはならない

とは一概には言えないと思います。 

 

（５）質疑応答 

 

【参加者】教室は「25年後の社会」という

のがとても印象に残りました。いじめが起

きない理由として、私はみんながそれぞれ

自分のやりたいことをやることができる

からではないかと思いました。学校生活が

楽しくないと誰かを標的としていじめを

する可能性が出てくると思うので、みんな

がやりたいことに取り組めているという

点がポイントではないかと思いました。 

 

【参加者】風越学園では互いに教え合った

り学び合うことが、日常的に、かつ無意識

的にやっているのではないかと感じまし

た。道具の使い方の「匠」制度も簡単なも

のはみんな自由に使えるけど危ないもの

は匠にならなければいけない、そのあと匠

を取った人だけが他の人に教えられると

いう話を聞いて、教え合うことに違和感や

躊躇いがないのだなと感じました。 

 

【参加者】学び合いや教え合いをどのよう

につくっていくのかは、言葉で言うのは簡

単ですが、文化として成立させていくこと

はとてもハードルが高いことだと感じま

した。 

 

【ゲスト】人は学び合う力を持っていると

いうのが基本的な前提です。1、2 年生の

様子を見ていると、日々一緒に遊んでいた

り、日々けんかしたのを一緒に解決してい

くということが彼らの中で意識として分

かれていません。けんかをしているのと捉

えるのと同じように、わからないという人

には教える、わかったらできたと声をかけ

るとか、全てが同一線上にあると思うから、

彼らは今いる中学生とは全然違う次元で

学び合うことを経験していると感じてい

ます。年齢が上がっている子たちは経験し

直すことが必要で、7、8 年生は一対一の

ペアでコミュニケーションをするといっ

たことをやり直したのですね。一対一で何

分か話す、では次は 4人で話してみようと

か、関わってみることの良さとか、一緒に

やってみることの良さとか、経験のし直し

を年齢が高ければ高いほど時間をかけて

やっている感じはします。もしかしたら今

の学校教育の中で抜けているのは、「協働

することの良さ」みたいな原体験の不足で

はないかなとも思います。学校教育は、ず

っと遊びとは一線を画してきたのですね。

「遊ぶ」ということは学校の領域ではない、

学校外の領域で経験することが遊びとし

て位置付けられてきたかと思いますが、今

の子どもの経験の総時間に対して学校の

占める割合はとても大きいということと、

放課後の時間をほぼ全ての子どもが喪失

しているという現状を踏まえると、もう一

度遊ぶ、共同で遊ぶ、群れで遊ぶ、自由に

遊ぶということの中に埋め込まれている

経験を学校教育はもう一回考え直さない
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といけないのではないかと思います。 

 

【参加者】紹介された実践の中での主体的

な子どもの学びというのが、私たちがイメ

ージしてきた学習の常識とかけ離れてい

て、自分が同じ立場だったらできそうにな

いし、子どもの可能性を私は下に見ていた

かもしれません。主体的な学びということ

がどれだけ大切なものか、どれだけ意味が

あるものなのかを強く感じることができ

ました。 

 

【参加者】スタッフの皆さんは子どもたち

の学びに対してどのように関わっていら

っしゃるのでしょうか。また、風越学園の

場合、「宿題」についてはどのような扱い

になっているのでしょうか。さらには、保

護者との関係はいかがでしょうか。 

 

【ゲスト】宿題に関しては、ほとんどない

のではないかと思います。ただ国語のスタ

ッフは結構出しているかもしれません。ま

た保護者にこれ（宿題）をお願いします、

ということも特にやっていないと思いま

す。保護者との関係で言えば、私たちは一

緒に学校をつくりたいと思っている、学校

では保護者と一緒に作るとはあんまり言

われないかと思いますが、子どもと保護者

とスタッフで学校をつくるとはどういう

ことかを冒険したいなとも思っています。

感染症の関係で、なかなかまだ一緒につく

るという領域にたどり着けていませんが、

例えば「放課後村」というのがスタートし

ていて、学校の SOS に応えて、保護者主

体で豊かな放課後を作ろうという動きが

出てきたりしています。 

 

【参加者】教員養成や教師の育ちや学びに

関して、どのような思いを持たれています

か。学校組織には一定の同調圧力というも

のがあって改革がなかなか進まないこと

もあるかと思いますが、岩瀬さんはこれま

でそのようなものにどのように向き合っ

てこられましたか。 

 

【ゲスト】若手の頃、特に初任から 10年

くらいは「戦う」という選択肢を取ってい

ました。「自分一人で勝手にやる」という

選択肢ですね。職員旅行で先輩と大喧嘩し

て俺はもう二度と職員旅行には行かない

みたいな。そういう感じの嫌な教員だった

ので、「俺一人でやるぜ」みたいな感じを

10 年近くやりました。ただそれで限界を

感じたのです。やっぱりそれは「単年」の

ことでしかないということです。一番大き

い出来事は、私が担任していた子たちが次

の年に荒れるという経験をしたのです。当

時、私はカリスマ教師を目指していたので、

面白いネタをバンバン振って引き付ける

先生を目指していました。そうしたら、岩

瀬の授業は面白かったのに、次の先生はと

てもつまらないとクラスが荒れたのです。

私は最高のクラスだと思っていたメンバ

ーが、同じメンバーでめちゃくちゃに荒れ

たのです。いじめも起きて、口を開けて餌

を待っている子どもたちを育ててしまっ

たのだという痛恨の出来事がありました。

自分ひとりでやっていると見えなくなっ

ていくことの怖さとか一人でやっていく

ことに限界を感じました。毎年くじ引きで

次の年度が決まる環境では本当に子ども

たちは幸せになれないなと痛烈に感じて、
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学校全体でやるしかないと腹を決めたの

です。そこから研究主任をやりたいと手を

挙げて学校でアプローチするとはどうい

うことか、30代から 40くらいまで 10年

間チャレンジしました。その結果、この学

校でも変わっていけるとか、全然気が合わ

ないと思っていた先生、自分が一番遠いと

感じていた先生たちとも手をつなげると

ころがあるなという経験をすることがで

きました。自分一人でやったらもっと実践

的には行けたかもしれないけど、でもみん

なでやったからこそ、年度が変わっても続

いていく足腰の強い学校を作ることがで

きたという感覚はあって、その時に公立学

校も変われるのだと確信を得ました。ただ

校長が変わると全部変わって振り出しに

戻るということもあって、ずっと変わり続

けられるような職場で働いてみたいとは

思いました。変わり続けることができる、

自分自身も変わり続けられる、学び続ける

ことができるのだという場を作ったらそ

こを拠点にして、色々な人とやり取りでき

るのではないかという思いが強くなって、

今に至るという感じです。本当に若い頃は

ひどかったですね。私が研究主任になった

とか学校をつくったというと、当時同僚だ

った先生たちは心底驚きますからね。「人

と一緒にやれるんだ」と。私自身も変化し

たのだなと思います。 

 

【参加者】そのような経験を、今の風越学

園ではどのように他のスタッフに伝えて

いるのですか。 

 

【ゲスト】そういう意味では、風越は特殊

な環境ですね。実践もよりよくしようとい

う動きが常に生まれています。むしろ邪魔

しないようにするということが一番大事

な関わりになっています。また、私は他の

公立学校に関わることもあるのですが、そ

の職員集団をあきらめないこと、この集団

は絶対変わるという高い期待をもって関

わるということをとても大事にしていま

す。そうすると確かに変わるのです。大人

だってやっぱり成長したいし、確かに自分

が変わった実感があると、よりやりたいと

変わっていくから、個のスタンスは本当に

大切だなと思っています。 

ただ、風越に代表される学習者中心の学

びを私たちは子ども時代に自分で経験し

ていないのですね。一万数千時間の被教育

体験は結構強烈で、授業とはこういうもの、

先生とはこういうもの、学校とはこういう

ものということが身体中に染みついてい

るのです。何かうまくいかなくなるとそこ

に戻りたくなって、もどるとちょっとホッ

とするみたいな。やっぱりこうだよなって。

それをやっている限りは誰からも批判さ

れないのですよね。 

ただ学習者中心の学びはちょっとうま

くいかなくなると、とても批判されます。

ただそういう授業ができるようになるた

め力量をどうつけていけばいいのかは教

員養成では教えてくれないし、学び方も体

系化されてないから、それぞれがそれぞれ

なりにやってみるしかない状態です。そし

て、なかなかうまくいかなくて、そこから

人が撤退していくというのが今の日本の

状況だと思っています。そういう意味では、

学習者中心の学びをつくっていく教員を

どう養成するのか、どういう力量形成の道

筋があるのかを明らかにしていくことが
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これからの大切な役割で、もっともっと共

有されて鍛えられていくべきだと思って

います。 

学校はこれからどんどん変わっていく

と思います。私が若いころ今日紹介したこ

とを実践しているとき、ただの変人扱いで

したからね。でも今はずいぶん変わってき

ています。学校はこう変わっていくといっ

た確信を持っている人たちが増えている

ので、若い人たちがほんとに今までの自分

の経験や今までの学校に捉われずに大胆

なチャレンジをしていくと、必ず学校は変

わっていく、そのことは社会が変わってい

くということとイコールなので、大胆に実

践し続けてほしいなと思っています。私た

ちはそういう人たちがのびのび実践でき

る環境をできるだけ頑張って作っていき

たいと思うので、小さくまとまらないでほ

しいと思います。私たちは知らないこと、

経験してないことがまだまだ山のように

あるので、学生時代に山のように経験して、

山のように悩んで、前提を壊して、楽しい

大人になってほしいなと思います。ありが

とうございました。 


